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1：100

塗装替え範囲図（2）

塗装替え範囲図（3）

1：200

1：200

詳細図（3）

1： 30
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塗装替え範囲図（1） 1：200
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建築改修工事特記仕様書（5）
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―建築改修工事特記仕様書（7）

建築工事特記仕様書（1） ―

敷地：京都府船井郡京丹波町須知色紙田１番地１ 
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項

【１】　工　事　概　要

【２】　適　用　範　囲

【３】　工　事　区　分

【４】　工　事　仕　様

３．建築物概要

４．そ　の　他

※印と●印の付いた場合は、共に適用する。※印が抹消された場合は、●印のみ適用する。

⑪
適用基準等

電気保安技術者

棟　　　　名

(1.3.3)

構　　　造

※

※

○

○

●

○

●

●

（注：監修欄「国土交通省」は国土交通省大臣官房官庁営繕部を、「建設大臣」は建設大臣官房官庁営繕部を示す）

※

公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）

建築工事標準詳細図

敷地調査共通仕様書

建築鉄骨設計基準

公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

公共建築木造工事標準仕様書

適用する

階　　数

○適用しない

備　　考

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

（監修：建設大臣）

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）
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14

特別な材料の工法

化学物質の濃度

技能士

工事実績情報の

発生材の処理等

調査のための破壊

測定

登録

(1.6.9)

(1.6.2)

(1.1.4)

(1.3.8)

※

ただし技能士に代わる者による施工の場合は監督職員の承諾を得ること。

○

○

●

●

○

○

処理計画書等の提出

既存破壊部分の補修方法

設計図書に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定工法による。

適用する　（適用事項は、現場説明書による）

仮設工事

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

防水工事

石工事

タイル工事

木工事

屋根及びとい工事

金属工事

左官工事

塗装工事

建具工事

内装工事

植栽工事

適用する（適用事項は、現場説明書による）

引渡しを要するもの

現場において再利用を図るもの、再生資源化を図るもの

指定副産物の搬出　（詳細は現場説明書による）

○

指定副産物の処分地　（詳細は現場説明書による）

●

○

指定副産物以外の搬出

特別管理産業廃棄物の処理

※

※

※

※

工事種別

指定地処分

自由処分

産業廃棄物管理票（マニフェスト）制度により、適正な処理を行うこと。

産業廃棄物の処理を委託する場合は、運搬と処分についてそれぞれの許可業

者と処理委託料を記載した「処理委託契約書」により委託契約すること。

※図示による

（

（

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

とび作業

鉄筋組立作業

左官作業

構造物鉄工作業

石張り作業

タイル張り作業

大工工事作業

内外装板金作業

鋼製下地工事作業

左官作業

建築塗装作業

造園工事作業

（

（

※

適用する技能士の技能検定における選択作業

●

共栄建設

構外搬出適切処理

セメントコンクリート塊

※

※

適用しない

○

○

○

○

○

○

○

適用しない

●

型枠工事作業

かわらぶき作業

自動ﾄﾞｱ施工作業

壁装作業

建設発生木材

）

）

）

）

⑲

完成図

※

※

※

※

※

完
成
時

※

※

○

※

○

○

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

○

※

１

１

１

１

３２

なし

○

○

○

○

○

○

○あり

※

※

※

※

○

※

○

○

※

※

※

○

○

※

※

構内既存の施設

構内既存の施設

※

※

図示による

図示による

○

○

○

○

○

○

○

○

○

設計ＧＬ＝現状ＧＬ

○

利用できない

利用できない

○

○

○

●

●

利用できる

利用できる

○

○

（

（

○

●

●

○

有償

有償

○

○

○

無償

無償

労働安全衛生法、建築基準法、建設工事公衆災害防止対策要綱その他関係法令

に従い、適切な材料及び構造のものとし、適切な保守管理を行う。

外部足場

内部足場

防護シート等

）

）

Ⅳ

　分　類・規　格

ⅢⅡⅠ

部数

工　事　中

着　工　前

⑱

ﾎﾞｰﾄﾞ仕上工事作業

ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業

ALCﾊﾟﾈﾙ工事作業

ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上工事作業

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上工事作業

ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業

塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業

合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業

金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工作業

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業

ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送工事作業

建設発生土及び建設副産物処理計画書、報告書を提出すること。

用ﾌｧｲﾙﾃﾞｰﾀと共に提出すること。

再生資源利用促進計画書、実施書を"CREDAS入力ｼｽﾃﾑ"により作成し、提出

アスファルトコンクリート塊

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

ﾌﾞﾛｯｸ及びALCﾊﾟﾈﾙ工事

○

○

部分の補修

⑦

17

延べ面積（㎡）

平成28年版

平成28年版

平成25年版

平成28年版

平成10年版

平成23年版

平成22年版

平成28年版

建築面積（㎡）

㎡

公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）

公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）

①

4.項目及び特記事項に記載の（　）内表示番号は「改修標仕」の当該項目、当該図又は当該表を示す。

3.特記事項は、●印の付いたものを適用する。●印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。
2.項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

1.設計図書による。設計図書に記載されていない事項は、「改修標仕」のほか別記の適用基準による。

別契約の施工上密接に関連する工事との取合い部分が発生する場合は、別紙工事区分表による。
設計図書による。

本書に特に記載のない事項にあっても、すべて、「改修標仕」の適用を受けるものとする。

建築工事標準仕様書（建築工事編）（最新版）をいう。（以下、これを「改修標仕」という。）
上記の標準仕様書とは、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築改修工事標準仕様書、公共
すべての設計図書は相互に補完するものとし、相違がある場合は、上記の順番を優先順位とする。

現場説明書（質疑回答書を含む）、本特記仕様書、図面、標準仕様書に示す範囲とする。

２. 敷 地 面 積

１. 工 事 場 所

③

○とび作業

○ ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業

○ ｶﾞﾗｽ工事作業

○ ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

○FRP防水工事作業○ ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

○改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

○ ｽﾚｰﾄ工事作業

○内外装板金作業

○ｶﾞﾗｽ工事作業

排水工事 ○建築配管工事

舗装工事 ○溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業

○加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ工事作業

１　
　

一
般
共
通
事
項

２　
　

仮
設
工
事

（ネガ1枚につき）

（ 5　）箇所

⑫施工条件 (1.3.5)

⑨施工図等の
(1.2.3)

⑩工事写真
(1.2.4)

取扱い

⑧設備工事との

取合い

⑥工事工程報告

⑤現場代理人

④風圧力及び積雪
に対する性能

建築基準法に基づき定められた風速及び地表面粗度区分等

風速（Vo）

地表面粗度区分

多雪地域の指定

（平成12年5月31日建設省告示第1454号）

本工事の施工にあたっては、請負契約書第10条に基づく現場代理人は、主任技術

者又は監理技術者と同様、受注者と直接的かつ恒常的な雇用関係のある者を選任

しなければならない。

月報は毎月末日に〆め、翌月5日までに提出する。

日報は監督職員の指示による。

週報は毎週（月）曜日に提出する。

施工範囲

施工図

図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の型枠及びそれらの補強

図示した壁、天井の仕上材、下地材の切込み及び下地材の補強

駆動装置が電動による建具類の二次配線及び操作スイッチ

※設備機器の位置、取合等の検討できる施工図を提出し、監督職員の承諾を受ける。

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲される。

工事写真の撮り方（改訂3版）建築編（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）によ

るほかは監督職員の指示による。

下記のものを監督職員に提出する。

原版の大きさ（㎜）

カラーサービス版

カラーサービス版

カラーサービス版

カラーキャビネ版

カラーキャビネ版

カラーパネル半切

24×36以上

24×36以上

24×36以上

60×70以上

24×36以上

60×70以上

屋　　　内

外　　　観

（ 2 ）箇所

写真をデジタル写真で撮影する場合には、完成写真については有効画素数300万

画素程度、工事写真は有効画素数130万画素程度とし、黒板の文字等の内容が判

読できる精度を確保するものとする。

完成写真撮影場所は、監督職員の指示による。

完成写真撮影業者は、監督職員の承諾する撮影業者（建築写真専門業者）とする。

現場説明書による。

自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

（1.6.2）

(1.8.2)

(1.8.3)

保全に関する資料

詳細は監督職員の指示による。作成する　（提出部数※２部 ○ 部）

完成図等の電子データによる提出については、現場説明書による。

※作成する　（提出部数※２部 ○ 部） ○作成しない

○敷地、建物の構造規模、主要な設備構成等の建物概要

●建物を使用する上での注意事項

●建物に設置されている家具、機器等及び部位毎の仕上げの概要説明

○建物、工作物、植栽等を管理する上での保全業務の要点

●主要材料の製造所名、所在地、連絡先、非常時の連絡体制一覧表

建設大臣官房官庁営繕部監修「管理者のための建築物保全の手引き」及び

「建築保全業務共通仕様書」を参考として作成すること。

① 足場その他
(2.2.1)

4 監督職員事務所
(2.4.1)

10㎡程度規模 20㎡程度 35㎡程度 65㎡程度 100㎡程度

仕上 床

内壁､天井

屋根

休憩室

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ敷き ﾊﾟﾝﾁｶｰﾍﾟｯﾄ敷き

塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り 鉄板張り調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

設けない 設ける（畳敷き）

合板又はせっこうﾎﾞｰﾄﾞ張り､合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

合板張り素地

⑤ 工事用水

⑥ 工事用電力

7 仮囲い等

⑧ 設計ＧＬ

○（ ）

マニフェスト制度

○廃石綿等

○廃油

○ＳＦ６ガス使用機器

○ＰＣＢを含む機器類

○廃酸・廃アルカリ

○ＰＣＢ含有シーリング

○臭化リチウム（ ○蓄電池電解液 ）

※廃石綿の処分地 （ ㈱京都環境保全公社瑞穂センター ）

○その他のせっこうボードの処理

(1.5.3)

○

16施工の検査等
(1.6.5)

見本施工の実施 ※

○

適用する ）

適用しない

（

※足場は、「手すり先行工法に関するガイドライン（厚生労働省 基発第0424001号）」

の「手すり先行工法等に関するガイドライン」により「働きやすい安心感のある

足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、

足場の組立、解体又は変更の作業は「手すり先行工法による足場の組立等に関する

基準」の２の（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行専用足場方式を採用すること。

○

※

Ａ種

脚立、足場板等

○Ｂ種 ○Ｃ種 ○Ｄ種

○

○防音パネル ○防音シート ●養生シート ○ネット及び養生シート

○Ａ種 ○Ｂ種 ○Ｃ種 ○Ｄ種

材料、撤去材等の運搬方法

○Ｅ種 （表2.2.1）

② 既存部分の養生
(2.3.1)

既存部分の養生 ※行う

○行わない

※ビニールシート ○ ）（

既存家具等の養生 ※行う

○行わない

※ビニールシート ○ ）（

既存ブラインド・カーテン等の養生及び保管 行う○ 行わない※

養生の方法 ○取り外しのうえ清掃

保管場所 ○室内にてカバー掛の上、適切保管

○

○

家具の移動 行う（図示）○ 行わない※

③ 仮設間仕切り
(2.3.2)

○設ける（図示） ○Ａ種 ○Ｂ種 ※Ｃ種

●設けない

建 築　改　修 工 事 特 記 仕 様 書

章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

（監修：国土交通省）

せっこうボードの処理方法

石綿含有せっこうボードの処理　改修標仕9.1.5による

ひ素・カドミウム含有のせこうボードの処理

製造業者にて回収 埋立処分

最終処分 再資源化

PCB含有シーリング材の分析調査

行う（　　箇所） 行わない

PCB含有シーリング材の撤去・処分方法は｢建築物の解体等に伴う有害物質等の適切な

取扱｣による．

次の建設廃棄物は再資源化する。

蛍光灯ランプ ＨＩＤランプ 硬質塩化ビニル管・継手

○Ｅ種

○

●

○

○

※

※

○

発生場所　（

○

○

ｍ3）

）

（表3.2.1）

※下記に定めるほかは、現場説明書による

○京都府土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例

施行規則第７条第３項１３号及び第４項に規定する方法

※中丹東土木事務所管内及び丹後土木事務所管内で、

搬出土量が少量（５００m3以内）かつ緊急の場合等

構外指定の受入場所に処分

行う（受入場所指定の検査）

（一財）城陽山砂利採取地整備公社受入場所

土壌調査

仮置場所

構内指示の場所に敷き均し

構内指示の場所にたい積

構外搬出適切処理

○Ａ種　砂質土（山砂の類）を水締め又は機器による締固め

※Ｂ種　根切り土の中の良質土を機器による締固め

○Ｃ種　他現場の建設発生土の中の良質土を機器による締固め

○Ｄ種　再生コンクリート砂を水締め又は機器による締固め

○建設発生土（盛土材）の外部からの受入土量（

1 埋め戻し及び
(3.2.3)

② 建設発生土の処理
(3.2.5)

　本章の項目及び特記事項の（　）内表示番号は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

公共建築工事標準仕様書（平成28年版）の該当項目、該当図又は該当表を示す。

　なお、耐震改修工事に係る「鉄筋・コンクリート」の取り扱いは、後述の章

「8　耐震改修工事」によるものとする。

※ＳＤ２９５Ａ

※ＳＤ３４５

○

種類の記号 径（mm）

異形鉄筋

備　　　　　 考

Ｄ１６以下

Ｄ１９以上

（表5.2.1）

網目の形状、寸法 鉄線の径

盛土

5 コンクリートの
(6.2.1)

3 鉄筋の種類
(5.2.1)

4 溶接金網(5.2.2)

種類
種類

種別

※普通コンクリート

※Ⅰ類 ○Ⅱ類

○

スランプ（cm）Ｆc（N/mm２）打　設　部　位

構造体 基礎

上部

土間コンクリート

捨コンクリート

軽量コンクリート

無筋コンクリート

備　　　　考

※２１

※２１

※１８

※２１

※１８

※１８

○

○

○

○

○

○

※１５

○１５

※１５

※１５

※１５

※１５

○１８

※１８

○１８

○１８

○１８

○１８

側溝・犬走り

標仕6.14.1による

設計基準強度（Ｆc）

※構造体コンクリートの発注強度は以下のとおりとする。

｛Ｆｃ＋構造体強度補正値（Ｓ）｝N/mm２

（6.14.1によるもの及び土間コンクリートは構造体強度補正は行わない）

コンクリートの6

(6.2.2)強度

(6.2.4)

(6.14.1) 土間スラブを含む

（表6.2｡1）

② 建築材料等 ※

※

本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等のも

のとする。ただし、同等のものとする場合は監督職員の承諾を受ける。

下記材料品目は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材

等品質性能評価事業建築材料等評価名簿（最新版）」にある材料とする。

また、同評価事業の評価を受けたものを使用する場合は、評価書の写しを監督職員

に提出し、その確認をもって、品質・性能の確認があったものとすることができる。

（評価名簿によるもの）

床型枠用鋼製デッキプレート（ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷ）、鉄骨柱下無収縮モルタル、

無収縮グラウト材（ﾌﾟﾚﾐｯｸｽ形、現場調合形）、押出成形セメント板、

成形伸縮目地材、乾式保護材（防水立上部）、陶磁器質タイル、既製調合モルタル

（ﾀｲﾙ工事用）、既製調合目地材、ルーフドレン、吸水調整材（ﾓﾙﾀﾙ用）、

アルミニウム製建具、鋼製建具、鋼製軽量建具、ステンレス製建具、

錠前類（ｼﾘﾝﾀﾞ箱錠、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｼﾘﾝﾀﾞ本締り錠）、クローザー類（ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、

ﾋﾝｼﾞｸﾛｰｻﾞｰ、ﾌﾛｱﾋﾝｼﾞ）、自動扉機構（制御装置・駆動装置、検出装置、

重量シャッター、軽量シャッター、ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ、ガラス（ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ、型板ｶﾞﾗｽ、

網入板ｶﾞﾗｽ・線入板ｶﾞﾗｽ、熱線吸収板ｶﾞﾗｽ、倍強度ｶﾞﾗｽ、熱線反射ｶﾞﾗｽ）、

ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ（中空）、防水剤、現場発泡断熱材、ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ（3000N、5000N）、

可動間仕切、移動間仕切（ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｱ）、トイレブース、煙突用成形ﾗｲﾆﾝｸﾞ材、

天井点検口、床点検口、グレーチング、屋上緑化システム（屋上緑化システム、

屋上緑化軽量システム）、トップライト、エポキシ樹脂、

タイル部分張替え用接着剤、ポリマーセメントモルタル、

鋳鉄製ふた（マンホールふた・弁枡ふた）

制御装置・駆動装置・検出装置）、自閉式上吊り引戸機構（手動開き式）、

（上記6品、　　人分程度）

○机備品 ○いす

○書棚 ○黒板 ○製図板

○加入電話機○掃除具

○温度計○掛時計

○懐中電灯 ○湯沸器

○冷暖房機器

○消火器

○保護帽 ○ゴム長靴 ○雨がっぱ ○衣類ﾛｯｶｰ

※改修標仕（平成25年版）

※建築工事施工チェックシート

○工事写真の撮り方（改訂3版）建築編

※建築改修工事監理指針（平成25年版）

○建築工事標準詳細図（平成22年版）

○○コピー機 ○ネット回線○流し台

○

○

○

○

○

○

○ ●

○ ○ ○

１　
　

一
般
共
通
事
項

２　
　

仮
設
工
事

（
２
）　

　

土
・
鉄
筋
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

mm

京都府船井郡京丹波町須知色紙田１番地１ 

4681.11

ふれあいホール 鉄骨造 1 469.18 469.18

⑬

一部屋外テラス含む

　特記仕様については「公共建築工事標準仕様書」の当該項目、当該図又は当該表を示す。
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章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

⑯モルタル塗り
(6.15.2)

～(6.15.6)

既製目地材

床塗り

○

目地の設置

適用する （形状 ）

※有り（※押目地 ○ ）

浮きの確認

接着力の試験

※全面打診による確認を行う

※接着力試験機による引張接着強度の測定を行う ○行わない

タイルの種類

施工箇所・

ﾀｲﾙの種別

タイルの見本焼き ※行わない ○行う

○磁器

○陶器

○

○無釉

○施釉

○有り

○無し

※標準

○特注

その他
　色役　物釉　薬

寸法（㎜）

17 タイル張り
(6.16.2)

～(6.16.5)

伸縮調整目地等

施工後の確認及び試験

タイルの試験張り ※行わない ○行う

18 セルフレベリング
(6.17.2)材塗り

※種類及び品質は表6.17.1による

○せっこう系 ○セメント系

厚さ（㎜） ※10 ○15

① 塗装業者 ○日本塗装工業会の会員

●監督職員の承諾する塗装業者

塗料のホルムアルデヒド等の放散量 ※Ｆ☆☆☆☆ ○

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき面

モルタル及び

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び

せこうﾎﾞｰﾄﾞ及び

素　　　　地

○ＲＡ種 ※ＲＢ種

　　種　　　　 　別 備　　　　　 考

ひび割れ部の補修

② 塗装材料

(7.1.3)

（表7.2.1）～（表7.2.7）

○ＲＣ種

○ＲＡ種 ※ＲＢ種

○ＲＣ種

○ＲＡ種 ※ＲＢ種

○ＲＣ種

○ＲＡ種 ※ＲＢ種

○ＲＣ種

○ＲＡ種 ※ＲＢ種

○ＲＣ種

○ＲＡ種 ○ＲＢ種

●ＲＣ種

○ＲＡ種 ※ＲＢ種

○ＲＣ種

○適用する ○適用しないプラスター面

ALCパネル面

押出成形ｾﾒﾝﾄ面

その他ﾎﾞｰﾄﾞ面

ひび割れ部の補修

○適用する ○適用しない

ひび割れ部の補修

○適用する ○適用しない

④ 錆止め塗料塗り
(7.3.2)

(7.3.3)

③ 下地調整
(7.2.2)

～(7.2.7)

ＳＯＰ

ＣＬ

ＤＰ

※Ａ種 ○Ｂ種

○Ａ種 ※Ｂ種

○Ａ種 ※Ｂ種

○Ａ種 ※Ｂ種

○Ａ種 ※Ｂ種

○Ａ種 ○Ｂ種 ○Ｃ種

NAD

合成樹脂調合

ＥＰ-Ｇ

ＥＰ

ＵＣ

ＯＳ

ＷＰ

ＥＰ-Ｔ

ｸﾘｱﾗｯｶｰ塗り

ｱｸﾘﾙ樹脂系

耐候性塗料塗り

つや有合成樹脂

合成樹脂

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ

ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り

ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り

木材保護塗料塗り

木部 新規外部

新規内部

鉄鋼面

○Ａ種 ※Ｂ種

○Ａ種 ※Ｂ種

 記号 名　　　　　称 種　　　　　　　　　別

工程の種別

ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

○Ｃ種

○Ｃ種

○Ａ種 ※Ｂ種

○Ｃ種

（外部の場合工程2、

工程4は行わない）

○Ｃ種

亜鉛めっき面鋼製建具

塗替え

その他塗替え

・新規

※Ａ種 ○Ｂ種 ○Ｃ種

○Ａ種 ※Ｂ種 ○Ｃ種

ＦＥ ﾌﾀﾙ酸樹脂ｴﾅﾒﾙ塗り

非水分散型塗料塗り

木部

鉄鋼面及び

亜鉛めっき鋼面

表7.6.1

表7.6.2

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

○Ａ種 ○Ｂ種 ○Ｃ種

○A-1種○B-1種○C-1種

○A-2種●B-2種○C-2種

ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾌﾟﾗｽﾀｰ面、

モルタル面、

その他ﾎﾞｰﾄﾞ面

○Ａ種 ※Ｂ種 ○Ｃ種

しみ止め ○

※しみ止めｼｰﾗｰ

（B種及びC種の場合）

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

新規

塗替え

※Ａ種 ○Ｂ種

○Ａ種 ※Ｂ種

○Ｃ種

○Ｃ種

○Ａ種 ※Ｂ種 ○Ｃ種

○Ａ種 ※Ｂ種 ○Ｃ種

ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

○Ａ種 ※Ｂ種 ○Ｃ種

しみ止め ○

※しみ止めｼｰﾗｰ（B種及びC種の場合）

模様塗料塗り

○Ａ種 ※Ｂ種 ○Ｃ種

表7.14.1

⑤ 塗装工程
(7.4.2)

～(7.15.2)

（表7.4.1）～（表7.14.1）

８
－
１　

　

耐
震
補
強
工
事
（
鉄
筋
工
事
）

※ＳＤ２９５Ａ

※ＳＤ３４５

○

種類の記号 径（mm）

異形鉄筋

備　　　　　 考

Ｄ１６以下

Ｄ１９以上

※ＳＤ２９５ＡはＦｃ:21以上の場合、壁筋及びスラブ筋に適用する。

網目の形状、寸法 鉄線の径（mm）

部　　　位 接　　合　　方　　法 径（mm） 重ね継手の長さ

○

○

○

※ガス圧接継手

○ガス圧接継手

Ｄ１９以上

Ｄ１６以下

※改修標仕

○別図表による

○重ね継手

○機械式継手

※重ね継手

8.3.4(C)による

○機械式継手

○溶接継手

種類 ○ 工法 ○

品質確認方法、修正方法等 ○

※塩害の受けるおそれのある部分等、耐久上不利な箇所の鉄筋のかぶり厚さは下表による。

施　工　箇　所　等 最　小　か　ぶ　り　厚　さ（mm）

試験方法

※超音波探傷試験 ○引張試験

（表8.2.1）1 鉄筋の種類

(8.2.1)

2 溶接金網(8.2.2)

3 鉄筋の継手
(8.3.4)

(8.4.2)

※構造図による ○表8.3｡3による

○Ｈ型4 柱の帯筋(8.3.4) ※W-Ⅰ型 ○W-Ⅱ型○図示

5 鉄筋のかぶり厚さ

(8.3.5)及び間隔

機械式継手及び溶接継手のあき ○

6 壁の配筋及び補強
(8.3.7)

※構造特記による

7 圧縮完了後の
試験

８
ー
２　

　

耐
震
補
強
工
事
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
）

※構造体コンクリートの発注強度は以下のとおりとする。

｛Ｆｃ＋構造体強度補正値（Ｓ）｝N/mm２

（標仕6.14.1によるもの及び土間コンクリートは構造体強度補正は行わない）

コンクリートの類別 ※Ⅰ類 ○Ⅱ類

粗骨材

細骨材

○高炉ｽﾗｸﾞ ○電気炉酸化ｽﾗｸﾞ※砂利（JIS A5308）,砕石（JIS A5005）

○高炉ｽﾗｸﾞ ○電気炉酸化ｽﾗｸﾞ※砂（JIS A5308）,砕砂（JIS A5005）

○銅ｽﾗｸﾞ ○ ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ

アルカリシリカ反応性による区分 ※Ａ（無害） ○

混和剤

防錆剤

※AE剤、AE減水剤又は高性能AE減水剤のⅠ種（JIS 6204）

※鉄筋コンクリート用防錆剤〔JIS A 6025） 

○再生骨材H

○再生骨材H

※気温による構造体強度補正値（Ｓ）

普通 早強

予想平均気温（℃） 補正値 期　　間　　（打　設　日）

南部地域 中部地域 北部地域

8以上

0以上

8未満

5以上

0以上

5未満

3

6
N/㎜2

N/㎜2

 3/6 ～ 6/31

 9/11～11/15

11/16～ 3/5

 3/11～ 7/20

 9/1 ～11/5 

11/6 ～ 3/10

 3/11～ 7/10

 9/1 ～10/31

11/1 ～ 3/10

(S)

南部地域（京都市（一部を除く）、旧八木町、旧園部町以南の市町村）

北部地域（宮津市、旧加悦町以北の市町）

中部地域（上記以外の市町、旧美山町及び旧京北町を含む）

1 コンクリートの
(8.1.3)強度
(8.1.4)

スランプ（cm）Ｆc（N/㎜2）打　設　部　位

構造体 基礎

上部

備　　　　考

※２１

※２１

○

○

※１５

○１５

○１８

※１８

○普通コンクリート

スランプ（cm）Ｆc（N/㎜2）打　設　部　位 備　　　　考

※２１ ○ ※１５ ○１８

○軽量コンクリート

2 普通ｺﾝｸﾘｰﾄの材料
(8.2.5)

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

○高炉セメントのＢ種（施工箇所 ）
○シリカセメント

○フライアッシュセメントのＢ種（施工箇所 ）

骨材

混和材料

（表8.2.4）3 構造体強度補正値
(8.2.5)

塗替え

　　種　　　類 　厚　さ（mm）

○ ○

性　　　　　　能

○ ○

○

○

　　　 種　　　　　類

○

○

備　　考　厚　さ　（mm）

○耐動荷重性床シート

○防滑性床シート又は床タイル

　　種　　　類 　厚　さ（mm）

○軟質 ○硬質 ※60 ○75 ○100 ○

　　　　寸　　　法　　　　（mm）

※1.5 ○2.0

　色　　　　柄 　厚　さ（mm） 　寸　法（mm） 　 品　　質 ・ 規　　格

○弾性ウレタン樹脂系塗床材

※平滑仕上げ ○防滑仕上げ ○つや消し仕上げ

塗厚（mm） ○

○エポキシ樹脂系塗床材

※薄膜流し展べ仕上げ ○厚膜流し展べ仕上げ（　　　　　　　　　）○平滑 ○防滑

○樹脂モルタル仕上げ（　　　　　　　　　）○平滑 ○防滑

厚膜型塗床材

薄膜型塗床材

○エポキシ樹脂系塗床材

○織じゅうたん

○

種　別 パイル形状織り方 帯電性 施　工　箇　所

適用

○タフテッドカーペット

○

パイル形状 ﾊﾟｲﾙ長さ 帯電性 施　工　箇　所

適用

工　　法

※ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法

○ニードルパンチカーペット

○

帯電性厚さ（㎜） 施　工　箇　所

適用

○タイルカーペット

※

種別 パイル形状 寸法（㎜） 総厚さ（㎜） 施　工　箇　所

6.5※1種 ※ループパイル ※500×500

タイルカーペットの敷き方 平場部分※市松敷き ○

階段部分※模様流し ○

下敷き材 ※JIS L 3204（反毛フェルト）の第2種2号　呼び厚さ8mm

○

見切り、押さえ金物 材質、形状等 ※図示による

○

○Ａ種

○Ｂ種

○Ｃ種

（㎜）

○全面接着工法

○ビニル幅木

○ゴム床タイル張り

単層フローリング （表6.11.1）～（表6.11.6）

　　種　　別

※なら

○

○15

○

※あり

○なし

フローリング張り11

(6.11.2)

～(6.11.8)○フローリング

○フローリング

ボード

ブロック

※なら

○ ○15

○

樹　 種 下張り　　工　　　法 　　備　　　考

○接着工法

○ﾓﾙﾀﾙ埋込工法

○接着工法

○防水処理足金物付

複合フローリング（ 種別　　　　　　　　　　　　　）

　　種　　別

※なら

○

○15

○

※あり

○なし

○１×６タイプ

○

樹　 種 下張り　　工　　　法 　　備　　　考

○

釘留め工法

○接着工法

○フローリング

ボードタイプ ○Ａ種 ○Ｂ種

※Ｃ種

○１種 ○２種 ○３種

※下張りは合板張りによる。ただし、Ｃ種釘留め工法は下張りなしとする。

仕上げ塗装 ※ウレタン樹脂ワニス塗り（１液形）Ｂ種

○オイルステインの上ワックス塗り ○生地のままワックス塗り

接着工法のフローリング裏面の緩衝材 ※合成樹脂発泡シート ○

根太張り工法

○

○Ａ種 ○Ｂ種

※Ｃ種

直張り工法

○8

厚さ（㎜）

厚さ（㎜）

○12

○8

○

釘留め工法

根太張り工法

○直張り工法

○8

○モザイク

パーケット

○ ○ ○接着工法

カーペット敷き9

(6.9.3)

～(6.9.4)

合成樹脂塗床10

(6.10.2)

(6.10.3)

○Ａ種 ○Ｂ種 ○Ｃ種 ○Ｄ種種別畳敷き12 (6.12.2) （表6.12.1）

○せっこうボード（GB-R）

○化粧せっこうボード（GB-D） ○杉柾模様

種　　　　　　　類 規　格　、厚　さ（mm） 等

※12.5（不燃）

(6.13.2)

せっこうボード、13

その他ボード、

及び合板張り

○不燃積層せっこうボード（GB-NC）

○シージングせっこうボード（GB-S）

○強化せっこうボード（GB-F）

○ロックウール吸音ボード（RW-B）

○グラスウール吸音ボード（GW-B）

○吸音あなあきせっこうボード（GB-P）

○ロックウール化粧吸音板（DR）

○化粧けい酸カルシウム板

○メラミン樹脂化粧板

○難燃木毛セメント板

○断熱木毛セメント板

○普通合板

○天然木化粧合板

○特殊加工化粧合板

○その他下張り用合板

○12.5（不燃）

※9.5（不燃）○トラバーチン模様

○トラバーチン模様

○15（不燃） ※9.5（準不燃）○12.5（準不燃）

○12.5（不燃）○15（不燃）

※

○9.5（準不燃）

○模様無し

○9.5（準不燃）

○21（不燃）

※25

25

○

○

○12（不燃）

○15（不燃）

○12（不燃）

○15（不燃）

※9（不燃）

※12（不燃）

※9（不燃）

※12（不燃）

フラット内部用

軒天用

立体模様

フラット

立体模様

タイプ２（無石綿）○8.0○6.0○

JIS K 6903による※1.2

○30 ○25 ○20 ○15

○30 ○25 ○20 ○15

厚さ12、15 接着の程度 表板樹種

板面の品質

厚さ 接着の程度

化粧板樹種

厚さ 接着の程度 化粧加工の方法

表面性能

防虫処理○行う

○なら ○しおじ 防虫処理○行う

防虫処理○行う○F ○FW ○W ○WS

（表6.13.1）※表6.13.1 によるJIS規格品とする種別

（軽鉄下地は専用のものとする）

（※難燃処理 ○防炎処理）

（※難燃処理 ○防炎処理）

（※難燃処理 ○防炎処理）

(6.13.3)

壁紙張り14

(6.14.2)

(6.14.3)

天井廻り縁15

防火性能・品質・規格・施工箇所

施　行　箇　所 防火性能 品　質　・　規　格

※無し

床面 ※縦・横とも4m以内ごと ○

壁面 ※図示による ○

形状･ 工法
生　地 耐凍害性

すべり

抵抗性

せっ器

○有り

○無し

○

水系さび止め

変成ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾌﾟﾗｲﾏｰ

鉛酸ｶﾙｼｳﾑさび止め

鉛・ｸﾛﾑﾌﾘｰさび止め

水系さび止め

鉛・ｸﾛﾑﾌﾘｰさび止め※ ※

ー ○

ー ○

※ ※

○ ○

ー ○

Ａ種

Ｂ種

Ｃ種

Ｂ種

Ａ種

塗面 種別 屋外 屋内 　 規 格 名 称 塗料種類　塗装工程種別 　備 考

新規鉄鋼面

　見え掛り部分

　見え隠れ部分

 １種

　－

 ２種

EP-G塗

EP-G塗

※Ａ種 ○Ｂ種

錆止め塗料の種別 （表7.3.1）～（表7.3.4）

鉄　

鋼　

面

○C種

塗替え

○Ａ種 ○Ｂ種 ※C種

鋼製建具

Ａ種 ○Ｂ種 ※C種

※Ａ種 ○Ｂ種 ○C種

○Ａ種 ※Ｂ種 ○C種

塗替え

○Ａ種 ○Ｂ種 ※C種

LE ﾗｯｶｰｴﾅﾒﾙ塗り ○Ａ種 ※Ｂ種

○溶接継手

○機械式継手○溶接継手

種類 ○ 工法 ○

品質確認方法、修正方法等

○鉄筋継手位置

※構造図による○柱に取付る梁の引張り鉄筋の定着長さ ○表8.3｡4による

(8.4.3)

混和材 ※フラッシュアッシュ〔JIS A 6201）Ｉ種、Ⅱ種若しくはⅣ種 

○コンクリート用高炉スラグ微粉末〔JIS A 6206〕

○コンクリート用シリカフューム〔JIS A 6207〕

○コンクリート用膨張材〔JIS A 6202〕

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

※アクリル系シーリング ○ウレタン系シーリング

せっこうボードの目地処理

合板類の張付け

○ 目透かし○突付け ○継目処理

○Ａ種 ※Ｂ種
（表6.13.3）

（表6.13.5）

○ジョイントコンパウンド

材質 ○アルミニウム製 ○塩化ビニル製

下地調整 モルタル及びプラスター面

コンクリート面

せっこうボード面

RA種○ RＢ種※

RA種○ RＢ種※

RA種○ RＢ種※

（表7.2.4）

（表7.2.5）

（表7.2.7）

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、

(8.3.8)

※図示による ○下表による

○磁器

○陶器

○

○無釉

○施釉

○有り

○無し

※標準

○特注

せっ器

○有り

○無し

○磁器

○陶器

○

○無釉

○施釉

○有り

○無し

※標準

○特注

せっ器

○有り

○無し

7
　
　

塗
装
改
修
工
事

　－

　－

　－

亜
鉛
め
っ
き
鋼
面

○
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㎜

㎜

㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜

㎜

㎜

㎜

㎜

(8.2.12)

(8.21.7)

6 連続繊維補強

８
ー
８　

　

耐
震
補
強
工
事
（
柱
補
強
工
事
）

工法

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜

㎜ ㎜

工法

材料

性能

製造所

製品名

柱隅角部の面取りの大きさ

仕上げモルタルの除去

ひび割れ部改修

炭素繊維の目付量

炭素繊維ｼｰﾄの巻数

引張り試験

付着試験

※

○

※

（一財）日本建築防災協会の評価を受けた工法

炭素繊維

※

○

※

○

行う

行わない

行う

行わない

○

※

○

○

※

※

アラミド繊維

炭素繊維シート

アラミド繊維シート

構造躯体まで除去する

行う

行わない

図示による

図示による

判定基準

判定基準

○

○

○

○

樹脂注入工法

ｼｰﾙ工法

（

（

○ガラス繊維

※

※

20mm以上㎜

10mm以上㎜

○

○

○

ﾓﾙﾀﾙ除去は行わない

Ｕｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

○

○

）

）

※図示による ○(8.21.8)7 仕上げ

８
ー
９　

　

耐
震
補
強
工
事
（
耐
震
ス
リ
ッ
ト
）

○

○

品質・規格

スリットの充填材

既存部分の撤去の補修

垂直方向

水平方向

耐火材の使用

遮音材の使用

※

適用箇所

適用箇所

図示による

方　　向

※

○

○

完全（全貫通型）スリット

せん断型部分スリット

○

○

○

○

○

使用する

図示による

使用する

図示による

タ　　イ　　プ

○

○

○

○

使用しない

使用しない

耐火型

非耐火型

耐火性能

○

○

有り

無し

防水性能

既存仕上げの撤去範囲

○図示による ※本特記仕様書8-6-2による。

設備機器・配管等の撤去及び移設 ○図示による ※本特記仕様書8-6-2による。

既存鉄筋の処理

○はつり出し ○切断 ○存置（部分スリット）

スリットの幅及び深さ ○図示による ○

８
ー
１
０　

　

耐
震
補
強
工
事
（
免
震
改
修
）

(8.22.2)

1 耐震スリット新設
工事

(8.23.5)

1 既存部分の撤去

(8.23.6)

2 既存部分の処理

設備機器・配管等の撤去及び移設

既存構造体の撤去範囲

○

○

図示による

図示による

※本特記仕様書8-6-2による。

※本特記仕様書8-6-2による。

はつりだされた鉄筋及び鉄骨の処置

○図示による ※本特記仕様書8-6-2による。

既存部分が鉄筋コンクリート造又は鉄骨鉄筋コンクリート造の場合の仕上げの撤去範囲

○図示による ※本特記仕様書8-6-2による。

既存部分が鉄筋コンクリート造又は鉄骨鉄筋コンクリート造の場合の目荒しの程度

既存柱・梁

○図示による ※本特記仕様書8-6-3による。

壁（増打ち壁増設の場合）

○図示による ※本特記仕様書8-6-3による。

(8.23.7)

3 支承材・減衰材

(8.23.10)

○支承材

材質 諸元

○減衰材

材質 諸元

性能確認試験

項目 数量

製品検査

項目 内容

判定基準 検査頻度

防錆処置

設置位置の寸法許容差

別置の支承材又は減衰材

○使用しない

○使用する 種類 形状 寸法

数量 設置条件

既存部分が鉄筋コンクリート造又は鉄骨鉄筋コンクリート造の場合

割裂補強筋

※

○

「スパイラル筋」又は「はしご筋（水平鉄筋と直行筋は溶接又は結束する）」

ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋は直径6mm以上とし、ピッチは40～60mmとする。

図示による

８
ー
１
０　

　

耐
震
補
強
工
事
（
免
震
改
修
）

※図示による ○(8.23.13)4 仕上げ

(8.23.14)

5 耐火被覆 仕様

(8.23.15)

6 ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ 仕様

工法

(8.23.16)7 検査 項目 数量

(8.23.17)

8 維持管理要領 維持管理要領に記載する項目

※維持管理の目的

※点検の実施時期

※点検種別

※点検項目

○定期点検（ ○応急点検 ○詳細点検）

※統括管理体制

※点検・検査結果の保管 ○

維持管理に必要な計測機器の設置

○地震計 （仕様 ）

○下げ振り （仕様 ）

○けがき板 （仕様 ）

○別置き試験体 （仕様 ）

○ （仕様 ）

８
ー
１
１　
　

耐
震
補
強
工
事
（
制
振
改
修
）

(8.24.2)

1 既存部分の撤去

(8.24.3)

2 既存部分の処理

設備機器・配管等の撤去及び移設

既存構造体の撤去範囲

○

○

図示による

図示による

※本特記仕様書8-6-2による。

※本特記仕様書8-6-2による。

はつりだされた鉄筋及び鉄骨の処置

○図示による ※本特記仕様書8-6-2による。

既存部分が鉄筋コンクリート造又は鉄骨鉄筋コンクリート造の場合

○図示による ※本特記仕様書8-6-2による。

既存部分が鉄筋コンクリート造又は鉄骨鉄筋コンクリート造の場合の目荒しの程度

既存柱・梁

○図示による ※本特記仕様書8-6-3による。

壁（増打ち壁増設の場合）

○図示による ※本特記仕様書8-6-3による。

(8.24.4)

3 減衰材

(8.24.6)

減衰材

材質 諸元

性能確認試験

項目 数量

製品検査

項目 内容

判定基準 検査頻度

防錆処置

設置位置の寸法許容差

既存部分が鉄筋コンクリート造又は鉄骨鉄筋コンクリート造の場合

割裂補強筋

※

○

「スパイラル筋」又は「はしご筋（水平鉄筋と直行筋は溶接又は結束する）」

ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋は直径6mm以上とし、ピッチは40～60mmとする。

図示による

既存仕上げの撤去範囲

設備機器・配管等の撤去及び移設

既存鉄骨の撤去

○図示による ※本特記仕様書8-6-2による。

範囲 ※図示による○

既存部分が鉄骨造の場合

○図示による ※本特記仕様書8-6-2による。

既存仕上げの撤去範囲

方法 ※図示による○

既存鉄骨の処置方法

既存部分が鉄骨造の場合

割裂補強筋

※

○

縫うように全周にわたり整然と配置する。

図示による

直径6㎜以上の鉄筋とし、ピッチは40～60㎜の範囲でスタッド（アンカー）ピッチ

の1/3～1/6程度とする（箇所により内径が異なるので注意する）

以下のスパイラル筋とし、鉄骨ブレース設置後、アンカー筋とスタッドを交互に

※図示による ○(8.24.8)4 仕上げ

(8.24.9)5 検査 項目 数量

９　
　

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

　本章の項目及び特記事項の（　）内表示番号は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

公共建築工事標準仕様書（平成25年版）の該当項目、該当図又は該当表を示す。

コンセント等の取付け

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

収納家具その他ユニットに使用する材料で、合板、化粧合板、MDF等の

※Ｆ☆☆☆☆ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等の放散量 ○

収納家具その他ユニットに使用する合板等の接着材

※Ｆ☆☆☆☆ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等の放散量

含まれる可塑剤 ※ﾌﾀﾙ酸-ﾌﾞﾁﾙ等を含有しない、難揮発性のもの○

建設技術評価制度「耐震型ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱの開発」の技術評価を取得した製品とする。※

　　施　工　箇　所 寸法

スロープ及びボーダー ※製造所の標準仕様 ○

※製造所の標準仕様　　（コンセント本体は別途設備工事）

図示による

配線用取出し用開口 ※対応品又は工場加工品　　　（施工箇所は図示）

空調用吹出しパネル ○あり　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）※固定式 ○可変式　　施工箇所は図示

　 構造形式

※パネル式

○スタッド式

○ｽﾀｯﾄﾞﾊﾟﾈﾙ式

 構成基材

※メラミン樹脂又は

アクリル樹脂焼付

○

　　表 面 仕 上 遮音性

　　　　　　種　　　　　　　　類

寸 法 ・ 形 状

 ﾊﾟﾈﾙ内に取付ける建具

パネル操作方法による種類パネル表面材・仕上パネル圧接装置の操作方法遮音性能

あと施工アンカー 材質 寸法

引抜耐力試験

※メラミン樹脂系化粧板表面材 ○ポリエステル樹脂系化粧板

※行う

※標準色、アルミ製コーナーエッヂ付き

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）○

※幅木型脚部 ○足金物付

※グレビティーヒンジヒンジ

※ステンレス製（SUS304）材種

※ビニルタイヤ入り 　両端ﾌﾗｯﾄｴﾝﾄﾞ形状

※接着工法取付工法

※あり（　　　　　　　　　　　　　）

※約３0mm幅

※ビニル ○SUS304

○埋込み工法

○ステンレス製（SUS304 HL仕上）

○集成材クリアラッカー仕上げ

○ビニル製ハンドレール

○黒板

○ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

種　類 　寸　法（mm） 　色彩 　  備　　　　　考

※焼付け

○

※ほうろう

○

○曲面

○スクリーン付引分け

○曲面

○スクリーン付引分け

※緑

○黒

※白

額縁金属 ※アルミ製　（　表面処理の種別　　　　　　　　　　　　　　）※Ｂ－２ ○Ｂ－１

品質・規格

※５厚さ（mm） ○

1

2

3

4

5

6

7

8

9

(20.2.2)

(20.2.3)

(20.2.4)

(20.2.5)

(20.2.6)

(20.2.8)

(20.2.9)

衝突防止表示

※図示による　（市販品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）※ステンレス製 径30mm ○

○なし

法令に基づく表示

※非常用進入口表示等は消防法に適合する市販品とし、その他は標準詳細図による。

室名札

厚さ（㎜）　材　　質

※アクリル板

○アルミ板

※５

○

 取付け形式

○平付型

○持出型

印刷等の種類

※シルク印刷

○

　色 　　書　　体

※角太ゴシック

○丸

外国語表現 ○行う　（　　　　　　　　　　　　　）○英語 ○

寸法（mm） ○50×250○60×250○図示による

ピクトグラフ（便所、車いす、階段等）

厚さ（㎜）　材　　質

※アクリル板

○アルミ板

※５

○

寸法（mm） ○150×150○図示による

 取付け形式

※平付型

○持出型

印刷等の種類

※シルク印刷

○

　　備　　　　　　考

(20.2.10)

(20.2.11)

家具、ﾕﾆｯﾄ等の

揮発性有機
化合物対策

フリーアクセス
フロア

可動間仕切

移動間仕切

トイレブース

滑り止め

階段手すり

黒板及び

ホワイトボード

鏡

表示・標識10

案内板（館内、各階、便所）

厚さ（㎜）　材　　質

※アクリル板

○アルミ板

※５

○

 取付け形式

○平付型

○持出型

印刷等の種類

※シルク印刷

○

　色 　　書　　体

※角太ゴシック

○丸

外国語表現 ○行う　（　　　　　　　　　　　　　）○英語 ○

寸法（mm） ○600×600○100×600○200×200○図示による

館名板等

品質・規格

形式 　　 開　閉　方　式

※横形

○縦形

ス ラ ッ ト の 形 状 スラットの幅（㎜）

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金

○ｱﾙﾐｽﾗｯﾄ

※25 ○35

○80 ※100○ｸﾛｽｽﾗｯﾄ

○ ※ギヤ式 ○コード式

操作方法

幅及び高さ

スクリーンの材種

○スプリング式 ○チェーン式

○ガラス繊維製○布製 ○木製

品質・規格

片引ｼﾝｸﾞﾙﾀﾞﾌﾞﾙ 引分 電動 引分ひも引
取付箇所 ひだの種類

　カーテン用切れ地の

種別・品質・特殊加工等

● ○ ○ ● ○ ○ ●

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　　形　　式  開閉操作装置

消防法で定める防炎性能の表示があるもの

※材種

○片引き形式

○Ｃ型形状

●引分け（暗幕用は300mm以上の召合せの重ね掛けとする。）

●Ｄ型

○ステンレス製

○角型

アルミニウム製 ○

溝幅×深さ（㎜）仕様等

表面処理 ○Ｃ－１（無着色）

●図示による ○市販品（アルミニウム製　押出し型材）

※90×150●150×151○120×80○

●Ｃ－２（着色）

○材種

○硬質アルミニウム合金（受枠とも）

○ゴム製（ステンレス製（SUS304）受枠）

塩化ビニル製（コイル状　ステンレス製（SUS304）受枠）

○ステンレス製（SUS304）（受枠とも）

品質・規格

品質・規格

○屋内

○屋外

　　　品質・規格

品質・規格

　　枠 の 材 質

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製（B-2）

○ｽﾃﾝﾚｽ製（SUS304）

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製（B-2）

○ｽﾃﾝﾚｽ製（SUS304）

　表面の材質 照明器具 施　錠

※あり ※あり

○なし ○なし

 －  －

（20.2.14）

⑪
(20.2.12)

ブラインド

(20.2.13)

ロールスクリーン

⑬

(20.2.14)

カーテン

⑭
(20.2.14)

カーテンレール

⑮ブラインドボックス

16 くつふきマット

17 鋼製書架及び棚

18 収納家具（木製）

19 展示板

20 カウンター

カーテンボックス

材　種

奥行き（mm）

※垂直降下式緩下機は消防法に基づく国家検定に合格したものとする。

○メラミン樹脂化粧板張り（芯材：集成材）○人工大理石（品質　図示）

○約450 ○約600 ○

○ミニキッチン

○コンロ台

　　種　　類

○吊戸棚

○水切り棚

○

　部品寸法（㎜）　　規　　格 　　　　仕　　　様

○優良住宅部品

○優良住宅部品

○優良住宅部品

○優良住宅部品

○傾斜式 ○垂直式形式

品質・規格

市販品 ※釣下式 ○差込式形式

○30 ○60 ○120○（　　　　　　　　　　　　　　　　）組用　（　　　　）個

21 洗面カウンター

流し台ユニット

23 非常用救助袋等

24 鍵箱

　　形　　　　　　式

※上下式鎖内蔵型 ※ｽﾃﾝﾚｽ製（SUS304）※φ76.3　 t=2.0

○

※GL+700

○ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ付き GL+850

　　材　　　　質 　柱径・肉厚（㎜）　高さ（㎜）

基礎

○（　　　　　　　　　） ○φ114.3　t=2.5

無筋コンクリート造３５０×３５０　H２５０程度

　　 表　面　仕　上　等

※亜鉛めっき ○片開き

○両開き

 門扉の仕様

○ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

 　　種　　　　　　　　　　類

○ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

○樹脂塗装

○ビニル被覆 ○

○ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾌｪﾝｽ

○

25 車止め

26 フェンス

径 mm （仕様は金属工事参照）

９　
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章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

○

（㎜）

フロア

高さ

耐震性能 所定荷重 帯電防止

性能

漏えい

抵抗

表面仕上げ材の品質、規模等は、標仕１９章内装工事による。※

フリーアクセスフロアの試験方法

耐荷重性能

耐衝撃性能

ローリングロード性能

耐燃焼性能

○

○

○

○

（㎜）

径 mm

径 mm※丸型 径 mm○平型

22

事務室

まちなか映画館 遮光、防炎

図示による

換気フード ○優良住宅部品
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建 築建築改修工事特記仕様書　6

DATE
SCALE -

DRAWN BY

PROJECT NO
京丹波町ロケーションオフィス事務所整備事業

CHECKED BY
A-4

H29.07.31

12



㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜

㎜

㎜

㎜

㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜

㎜ ㎜

㎜ ㎜

㎜

㎜

１
０　

　

排
水
工
事

　本章の項目及び特記事項の（　）内表示番号は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

公共建築工事標準仕様書（平成25年版）の該当項目、該当図又は該当表を示す。

　　材　種　（表21.2.1）　　　 管　の　種　類 呼び径

○硬質ポリ塩化ビニル管

○遠心力鉄筋コンクリート管

○硬質ポリ塩化ビニル管継手

※外圧管（　　　　　　　　）※１種 ○２種

※ＶＰ

○ＲＳ－ＶＰ

○ＶＵ

○ＲＳ－ＶＵ

※ＤＶ

●側塊の形状及び寸法

○排水桝の種類

※図示による

※図示による

○

○

○鋼鉄製マンホールふたの種類

　　　　　種　　　　　　　　類

○水封形

○

○T-2 用（5KN）

○T-20用（50KN）

　　　　適用荷重　（ 安全荷重 ）

中蓋付密閉形

○密閉形（ﾃｰﾊﾟｰ･ﾊﾟｯｷﾝ式）

○簡易密閉形（ﾊﾟｯｷﾝ式）

○T-6 用（115KN）

●グレーチングふた

　種　　　類

●溝ふた用

○桝ふた用

○嵩上げ用

○Ｕ字溝用

●鋼製

○ｽﾃﾝﾚｽ製

○鋳鉄製

○樹脂製

○歩行用

○T-2 用

○T-6 用

○T-14用

　材　　質 　　形　　式

※なし

○あり

○図示

受枠

ボルト固定※なし

○図示○T-20用

　適用荷重 　タイプ 上面形状

○普通目

※細目

○平形

※凹凸形

鉄筋コンクリートＬ形のJISによる呼び名○250A※250B

コンクリートＬ形のJISによる呼び名

○

○250A※250B○

鉄筋コンクリートＵ形のJISによる呼び名○240 ○300A○360A○

現場打ちコンクリートの設計基準強度 Ｆc（N/mm2） ○１８ ○

地業の材料 ○C-40※RC-40

1

(21.2.1)

排水管

②
(21.2.2)

側塊、排水桝及び

4
(21.4.2)

コンクリート側溝

(21.2.3)

ふた

１
１　

　

舗
装
工
事

　本章の項目及び特記事項の（　）内表示番号は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

公共建築工事標準仕様書（平成25年版）の該当項目、該当図又は該当表を示す。

盛土に用いる材料 ※Ｂ種 ○Ｃ種 ○Ｄ種○Ａ種

路床安定処理用材料 ※添加材料による安定処理

種類 ○地盤改良材（　　　　　　　）

○生石灰　特号

○消石灰　特号

○生石灰　１号

○消石灰　１号

○普通ポルトランドセメント

○フライアッシュセメントＢ種

○高炉セメントＢ種

添加量 　　　　　　　kg/m3

路床土の支持力比（CBR）試験 ○行う（　　　　　　　　　　　　　　　　）※乱した土 ○乱さない土

路床締固め度の試験 ※行う（埋戻し部、盛土部）○行わない

砂の粒度試験 ○行う ○行わない

材料 ※再生クラッシャラン（RC-40,30,20）

○クラッシャラン（C-40,30,20） クラッシャラン鉄鋼スラグ（CS-40）

路盤締固め度の試験 ※行う

　　舗　装　の　種　類

※アスファルト舗装 ※顔料混入加熱アスファルト混合物

表層  　　　カラー舗装の種類

アスファルト ※再生アスファルト ○ストレートアスファルト

　 区分

　 表層

 　基層

※密粒度アスファルト混合物（13）

○細粒度アスファルト混合物（13）

※粗粒度アスファルト混合物（20）

※密粒度アスファルト混合物（13F）

○細粒度アスファルト混合物（13F）

※一般地域 ○寒冷地域

シールコート ○行う（施工範囲　　　　　　　　　）※行わない

○行うアスファルト混合物の抽出試験 ※行わない

○行わない※行うアスファルト締固め度、厚さの試験

早強セメント ○使用する※使用しない

注入目地材料 ○高弾性タイプ※低弾性タイプ

種類 ○収縮目地 ○伸縮調整目地

　　　　　　　　　種　　　　　　　　類

※加熱系アスファルト混合物

　部 位 配合その他

○車道部

○歩道部添加剤 ○着色骨材

○ｱｽﾌｧﾙﾄ

○自然石

○石油樹脂（添加量　　　　）結合材

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物等の抽出試験

車道部の基層

○適用する ※適用しない

○適用する ※適用しない

○常温系樹脂系混合物

○常温系ニート工法

○常温系塗布工法

（表3.2.1）

（表22.2.2）

再生加熱アスファルト混合物の種類

1

(22.2.3)

路床

2
(22.3.3)

路盤

3
(22.4.2)

アスファルト舗装

4

(22.5.2)

コンクリート舗装

5
(22.6.3)

カラー塗装

(22.2.5)

(22.3.5)

～(22.4.6)

～(22.5.6)

～(22.6.6)

１
２　

　

環
境
配
慮
改
修
工
事

○

処理作業前

処理作業中

処理作業後

処理作業後

○

測定機関

報告書提出部数

施工業者

処理を行う範囲

除去工法

除去物の処理方法

除去物等の保管

行う

※

行わない

※

○

※

○

※

○

※

○

※

※

※

測定時期

周囲の状況等により上記によりがたい場合は、監督職員と協議する。

工事に相応した技術を有することを証明する資料をあらかじめ提出すること。

「吹付ｱｽﾍﾞｽﾄ粉じん飛散防止処理技術」について（一財）日本建築ｾﾝﾀｰの建設

技術審査証明事業による建築物等の施工技術及び保全技術の審査証明を

取得した工法の施工業者等。

図示による（仕上げ表による　床・壁・天井毎に種別を確認）

全ての室

改修標仕9.1.3（b）（1）による

密封処理（二重袋梱包）

セメント固化

他の建設副産物等と分別して保管する。

飛散防止措置を講ずる。

アスベスト等の保管場所であることの表示を行う。

隔離養生に用いたシート、使用した使い捨て保護衣、高性能真空掃除機、

除じん機フィルタ等についても密封処理とする。

処理作業室内

調査対象室外部付近

処理作業室内

負圧粉じん装置の

排出吹き出し口

処理作業室外

処理作業室内

処理作業室内

調査対象室外部付近

※

○

（公社）日本作業環境測定協会による「石綿含有の有無の判定及び

石綿の含有率の測定が可能な石綿含有率分析可能機関」とする。

※ 3部

○

○

吹出し風速1m/秒以下の位置

1点

各

○

○2点

測定点（各施工箇所ごと）

部

○3点 ○ 点

ｼｰﾄ養生中

ｼｰﾄ撤去後

1週間以降

備　考

処理を行う範囲

除去の方法

処理を行う範囲

除去の方法

○

○

○

○

○

○

○

○

樹木の種類、寸法、数量等

芝・地被類の種類

支柱材

※

○

※

※

※

※

○

処理を行うアスベスト成形板の仕様

化粧石膏ボード

ビニル床タイル

石綿保温材

けいそう土保温材

塩基性炭酸マグネシウム保温材

けい酸カルシウム保温材

親水性パーライト保温材

繊維混入けい酸カルシウム板

図示による

原形のまま手ばらし

手ばらし以外（この場合は改修標仕9.1｡3（a）による隔離とする）

図示による

湿潤化したのちに手ばらし

湿潤剤等の噴霧、散水等により十分に湿潤化した状態で破砕

種　　　　　類

種　　類

※

○

○

○

図示による

コウライシバ

ノシバ

セダム類

杉（焼き丸太）

（

（

（

※

※

○

寸　　法

目地張り

目地張り

カット

※

○

○

○

○

○

○

○

○

図示による

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ふるい

石綿ロックウール

石綿スレート（外装・内装）

押出成形セメント板

化粧石綿セメント板

石綿セメントけい酸ｶﾙｼｳﾑ板

化粧石綿ｾﾒﾝﾄけい酸ｶﾙｼｳﾑ板

吸音穴あき石綿セメント板

○

数　　量

下表による

○プラグ苗

）

）

○

備　　考

○

○

○

○

○

○

○

○

）

厚さ（㎜）

㎜ ㎜

測定場所

○1点 ○2点 ○ 点

○1点 ○2点 ○3点 ○ 点

○1点 ○2点 ○3点

○1点 ○2点 ○3点 ○ 点

○1点 ○2点 ○3点 ○ 点

○1点 ○2点 ○ 点

○1点 ○2点 ○ 点

○溶融固化

3

(9.1.1)

アスベスト粉じん
濃度測定

4

(9.1.3)

アスベスト含有
吹付け材の除去

○

○

○

種　　　　　類 厚さ（㎜）

9.5

2.0

5

(9.1.4)

アスベスト含有
保温材の除去

6

(9.1.5)

アスベスト含有

成形板の除去

(9.3.2)

～(9.3.4)

8 外断熱改修工事 断熱材

厚さ（㎜）○

外装材

既存外壁

○適用する

○適用しない

（種類 防火性能 ）

○仕上げ材の撤去 ）（

○下地面の清掃 ）（

○下地の欠損部の改修 ）（ 4.1.4［外壁改修工法の種類］による

施工 ※断熱材製造所の仕様による ○

通気層 ○有 ㎜）（厚さ ○無

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

○

そ　の　他材　　　　　料

接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

JIS A 9511

○ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材

断熱材

打込み工法

断熱材厚さ○ ㎜

○押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材

○硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材A種

○ ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ保温材

Ｆ☆☆☆☆ ○（※ ）

※A種1 ○

（難燃性を有するものとする）
JIS A 9526

吹付け厚さ○ ㎜

Ｆ☆☆☆☆※

○

断熱材現場

発泡工法

10 断熱・防露
改修工事

(9.5.2)

(9.5.3)

新植芝及び地被類の枯補償 ※引渡しの日から1年 ○引渡しの日から 年

かん水装置 ○

○

設置する

設置しない

（ ）

既存保護層の撤去 ○

○

行う（工法は3.2.3［既存保護層等の撤去］による）

行わない

(9.6.2)

～(9.6.4)

11 屋上緑化

章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

基床の厚さ

○C-30○RC-30○C-20○RC-20

(22.2.2)

○溶融式種　類 ○ペイント式

舗装構成及び厚さ ○※図示による

透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の抽出試験

舗装厚さの試験 ※行う ○行わない

○行う ※行わない

　　　　 種　　　　　　　 類

※普通平板（N） ※３００角 ※６０ ※砂

○モルタル

　寸法（㎜） 　厚さ（㎜） 　目　　地

○ ○

○コンクリート平板舗装

○洗出平板（W）

○カラー平板（C）

○擬石（S）○

品質・規格

　　 　種　　　　　類

※標準ﾌﾞﾛｯｸ

●インターロッキングブロック塗装

●透水性ﾌﾞﾛｯｸ

○京ｴｺﾚﾝｶﾞ

品質・規格

※標準品

○

　色彩及び表面加工等　　 厚　　 さ（mm）

車道部

歩道部

※80 ○

※60 ○80

※80 ○100○60 ○○植生ﾌﾞﾛｯｸ

　　 種　　　　　　　 類

※小舗石（花崗岩） ※80～100※うろこ張り ※２等品

○

　厚さ（㎜） 工    　法 規  格  品

○ ○

○舗石舗装

○

品質・規格

通　　路

建物周囲その他

○Ｂ種※Ａ種

※Ｂ種○Ａ種

※下敷きの使用材料は再生クラッシャランとする

幅（cm） ○15 ○

6
(22.7.2)

透水性舗装

～(22.7.6)

7
(22.8.2)

排水性舗装

～(22.8.6)

⑧
(22.9.2)

ブロック系舗装

9
(22.10.2)

砂利敷き

10
白線引き

１
２　

　

環
境
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慮
改
修
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事

○

○

○

施工調査

アスベスト含有分析

アスベスト含有吹付け材処理工事

○

○

○

アスベスト含有保温材処理工事

アスベスト含有成型板処理工事

○

○

○

○

除去工法

封じ込め工法

囲い込み工法

行う

アスベストの処理に当たり、あらかじめ事前の施工調査を下記により行い、結果

を図面により監督職員に提出する。

行わない

行う（分析結果を監督職員に提出する）

※

材　　料　　名

行わない

調査箇所

調査事項

JIS A 1481に基づくこと

※

※

※

※

※

アスベスト使用部位の確認

アスベスト層の厚さの確認

施工範囲と工事管理区分の確認

更衣施設等の仮設計画

廃棄物等の搬出方法

（

※図示による

○（試料数

○

定性分析

）○（試料数

定量分析

）

）

（ ）

（ ）

○（試料数 ）○（試料数 ）

○（試料数 ）○（試料数 ）

○（試料数 ）○（試料数 ）

1

(9.1.1)

一般事項

2
(9.1.1)

施工調査等

舗装の種類

目地

部　位 厚さ 設計基準強度（Ｎ/㎡） スランプ

○突合せ目地 ○

間隔 ○4ｍ程度ごと ○3ｍ程度ごと○5ｍ程度ごと ○

舗装構成及び厚さ ○※図示による

アスファルト混合物の抽出試験

舗装厚さの試験 ※行う ○行わない

○行う ※行わない

工法の種類7

(9.2.3)

断熱アスファルト
防水改修工事

○P1BI

○P2AI

○T1BI

○M3DI

○P0DI ○M4DI

種類 ○

9 ガラス改修工事 材料

(9.4.2)

○板ガラスの種類

○板ガラスの厚さ

○複層ガラスの厚さ

○複層ガラスの断熱性・日射遮へい性 ※U3-1 ○ U3-2

(22.3.2)

○

○行わない

路盤の厚さ mm

基層

施工

(22.9.3)

舗装の厚さ 車道部（基層なし） mm

車道部（基層あり） mm

歩道部 mm

※開口部等補修用接着材のホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆とする

※特定フロンを使用しないものとする

材料 ○見切材 ○舗装材

○水抜き管 ○マルチング材

○竹 ○ひのき ○から松（皮はぎ）

形式 ※図示による ○

防腐処理方法 ※加圧式防腐処理丸太○

※ ○わら及びこも幹巻用材料

※

幹巻き用テープ

歩車道境界ブロックのJISによる呼び名 ※Ａ

地先境界ブロックのJISによる呼び名

砂利地業の厚さ

○

○Ａ ○Ｃ ○

※100mm ○

3 縁石 (21.4.2)

路床の構成

○遮断層 ○図示による ○厚さ

○図示による材料

○凍上抑制層 ○図示による厚さ

○図示による ○フィルター層の厚さ○透水性舗装

○

○

車道部 150㎜○

○図示による ○歩道部 　50㎜○

路床安定処理 ○行わない○行う

構成

（㎜） （㎜）

（㎜） （cm）

コンクリート版厚さの試験 ○行う ※行わない

１
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改質アスファルト2

(9.3.2)○AS-T1

○AS-T3

仕上塗料

○カラー

○シルバー

種別

設置数量（１箇所／　　　m2）脱気装置（絶縁工法） ※設ける 材種（　　　）

シート防水
（表9.3.1）～（表9.3.3）

合成高分子系3

(9.4.2)○S-F1

○S-F2

種       別 仕上塗料

○カラー

○シルバー

種別

ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水
（表9.4.1）

○S-M1

○SI-F2

○SI-M1

施　　工　　箇　　所

○

（露出の場合）

絶縁用シート ※発泡ポリエチレンシート ○

脱気装置 ○設ける 設置数量（１箇所／　　　m2）材種（　　　）

※建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を品質計画により定める。

塗膜防水4

(9.5.3)

○X-1

○X-2

種 別 仕上塗料

○カラー

○シルバー

種別

○Y-1

○Y-2

施　　工　　箇　　所

～(9.4.4)

○カラー

○シルバー

地下外壁防水

屋内防水

脱気装置（X-1） ○設ける 設置数量（１箇所／　　　m2）材種（　　　）

保護層（Y-2） ○設ける

漏水試験6 ※水張り試験を行う　　（　　　　　　　　　　　　）○屋内 ○屋外

保証書7 ※受注者、防水施工業者、防水材料メーカーの連名による保証書を提出すること。

（保証年限は工事目的物引渡しより１０年間以上とする。）

シーリング9 シーリング材の種類

(9.7.2)

※表9.7.1による

コンクリートの打継ぎ目地及びひび割れ誘発目地(9.7.3)

※幅20mm以上、深さ10mm以上 ○

ガラス回りの目地

※幅5mm以上、深さ5mm以上 ○

その他の目地

※幅10mm以上、深さ10mm以上 ○

(9.7.5)

※簡易接着性試験　（部位　　　　　　　　　　　　　　）

○引張接着性試験　（部位　　　　　　　　　　　　　　）

止水板10 材質

適用範囲

形状 ○差込式 ○据置式 ○壁張り式

天然石張り1

(10.2.1)

石の品質 床用石材 ○１等品 ※２等品

壁及びその他の石材 ※１等品 ○２等品

石の種類・表面仕上げ

施　工　箇　所 種　類（産地、名称、形状、寸法）

テラゾ張り2

(10.2.1)

※大理石 ※1.5～12㎜

壁の石張り工法3

(10.3.3)

外壁石張り

○外壁湿式工法工法 ○あと施工ｱﾝｶｰ工法

○乾式工法

裏面及び裏打ち処理

ドレンパイプ

※行わない ○行う（表面処理の場合小口共）

※ステンレスSUS304○

内壁石張り

○内壁空積工法工法 ※

○乾式工法

裏面及び裏打ち処理 ※行わない ○行う

床及び階段の4

屋内のワックス掛け ○行わない ※行う

(10.6.2)石張り

(10.6.3)

伸縮調整目地等1

(11.1.3)

外壁 ※ ○図示による

※図示による ○

表11.1.1による

屋内壁面

施工後の確認及び2

(11.1.5)

浮きの確認

接着力の試験

※全面打診による確認を行う

※接着力試験機による引張接着強度の測定を行う ○行わない試験

陶磁器質タイル3 タイルの種類

張り

(11.3.2)

施工箇所・

ﾀｲﾙの種類

タイルの見本焼き ※行わない ○行う

タイルの試験張り ※行わない ○行う

○磁器

○陶器

○せっ器

○無釉

○施釉

○有り

○無し

※標準

○特注

○有り

○無し

○磁器

○陶器

○せっ器

○無釉

○施釉

○有り

○無し

※標準

○特注

○有り

○無し

○磁器

○陶器

○せっ器

○無釉

○施釉

○有り

○無し

※標準

○特注

○有り

○無し

工法

その他
　色耐凍害性 役　物釉　薬生　地

張付け用材料5

(11.3.3)

接着剤のホルムアルデヒド放散量 ※ ○Ｆ☆☆☆☆

表面仕上げ②

(12.1.1)

表面仕上げの程度 ○Ａ種 ※Ｂ種 ○Ｃ種 （表12.1.1）

含水率③

(12.2.1)

（表12.2.1）下地材 ※Ａ種（15%以下） ○Ｂ種（20%以下）

造作材 ※Ａ種（15%以下） ○Ｂ種（18%以下）

製材④

下地用針葉樹製材

使用箇所

樹種⑤

(12.2.1)

使用木材のうち杉、ひのきについては京都府内産木材とする。

(12.2.1)

代用材種 ※可（表12.2.3）（上記府内産木材の他、特記されているものは不可）

○不可

床張り用合板7

(12.2.1)

防腐、防蟻及び8
防虫処理

(12.3.1)

～(12.3.2)

防腐・防蟻処理

防虫処理

○行わない

※行う

※行う（範囲：ﾗﾜﾝ材等　　※｢製材の日本農林規格｣による保存処理 K1 ）

○行わない

性能1 ※本特記仕様書「１章 一般共通事項 4 風圧力及び積雪に対する性能」を

満足させること。

長尺金属板葺2

(13.2.2)

(13.2.3)

○平葺

○瓦棒葺

屋根葺形式

※

○

JIS G 3322の屋根用コイル○ ○ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940

専門工事業者 ○※製造所の指定業者とする

※建築基準法に基づき定まる風圧力・積雪荷重に対応した工法を品質計画により定める。

 材　料　の　種　類　等 厚さ（mm） 　下　葺　材　料

折板葺3

(13.3.2)

山ピッチ（mm）

山　　高（mm）

材料による区分

軒先面戸板

けらば変形防止材

断熱材張り　○行う

形式による区分 ○嵌合形○はぜ締め形※重ね形

耐　　力

板厚（mm）※0.6 ○0.8

※塗装溶融亜鉛めっき鋼板

※有り（軒先面戸・換気面戸） ○無し

○

○鉄鋼製（上塗り　※折板色　○　　　　）○ｽﾃﾝﾚｽ鋼製

種類（　　　　)　厚さ（　　　　)　防火性能（　30分　）

※建築基準法に基づき定まる風圧力・積雪荷重に対応した工法を品質計画により定める。

粘土瓦葺4

(13.4.2)

種類、大きさ、産地等 ※Ｊ型５３Ａ ○

役物瓦の種類

雪止め瓦の使用 ○有 ○無

※建築基準法に基づき定まる風圧力・積載荷重に対応した工法を品質計画により定める。
(13.4.3)

（表13.2.1）

（表13.2.1）

９　
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水
工
事
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石
工
事

１
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タ
イ
ル
工
事

１
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木
工
事

１
２　

　

木
工
事

１
３　

　

屋
根
及
び
と
い
工
事

※

(10.4.3)

(10.5.3)

（表9.5.1）（表9.5.2）

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を品質計画により定める。

（表10.2.2）

表面仕上げの種類

あと施工アンカー横筋流し工法 ○あと施工アンカー工法

形状・

寸法

章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

○工事完成までに、京都府内産木材証明書及びｳｯﾄﾞﾏｲﾚｰｼﾞCO2計算書を提出すること。

●工事完成までに、京都府内産木材の産地証明書を提出すること。

証明書及び計算書の発行に係る手続きについては次の機関による。

京都府地球温暖化防止活動推進センター

TEL：075-211-8895　　URL：http://www.kcfca.or.jp/wood/index.php

注）証明書は製材所、流通業者の全てが取扱い事業体でなければ発行されない。

詳細は上記URLを参照すること。

○D種

～(9.3.4)

防水層

表9.3.1

表9.3.2

表9.3.3

施　　工　　箇　　所

○ASI-T1

○AS-T2

○AS-T4

○ASI-J1

○AS-J1

○AS-J2

断熱材（露出防水断熱工法）

厚さ

材質 Ａ種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板２種１号又は2号（JIS A 9511）

（ただし、透湿係数を除く規格に適合するものとする）

○ mm

※

○

防湿層（露出防水絶縁断熱工法） ○設ける ○設けない

○SI-F1

○S-M2

○SI-M2

○S-M3

防水層

表9.4.1

表9.4.2

種       別

PC部材入隅増張（※有り　○無し）

PC部材入隅増張（※有り　○無し）

断熱材（断熱工法）

厚さ

材質 Ａ種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板２種１号又は2号（JIS A 9511）

（ただし、透湿係数を除く規格に適合するものとする）（機械的固定工法）

○ mm

※

○

Ａ種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板（機械的固定工法）※

Ａ種ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材の密度及び熱伝導率の規格に適合するもの※

（接着工法）

ＰＣコンクリート部材下地の場合の目地処理 ○

防水層

表9.5.1

表9.5.2

ｹｲ酸質系塗布防水5

(9.6.3)

○C-UI

○C-UP

種 別

種別

施　　 工 　　箇 　　所

（表9.6.2）

防水層

表9.6.2

工事完了後に監督職員の指示する位置へ取り付ける。

材質

設置数量

※真鍮製エッチング仕上150×100

箇所

○

施工標識8

目地寸法

シーリングの試験

（表10.2.1）

１
０　

　

石
工
事

施　工　箇　所 種石の種類 表面仕上げ種石の大きさ 形状・寸法等

○ ○

(10.2.2) ※流し筋工法（ ○あと施工ｱﾝｶｰ横筋流し工法）

受金物の材質、形状及び寸法 ○

○ロッキング方式○スライド方式（ ）

石の厚さ mm

(10.2.3)

とい（雨水）5

(13.5.2)

といの材種

掃除口 ※設ける（開放性のある自転車置場のといを除く）(13.5.3)

○配管用鋼管 ○硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管 ○

鋼管製といの防露 ※行う　（施工箇所　※表13.5.5による　○　　　　　　　　）

防露材のホルムアルデヒド放散量 ※Ｆ☆☆☆☆ ○

保証書6 ※受注者、屋根施工業者、屋根材料メーカーの連名による保証書を提出すること。

（保証年限：工事目的物引渡しより１０年間以上とする）

（表13.5.1）
（屋内といにＶＰ管は使用しない）

目地 ○一般目地幅 mm

○伸縮調整目地位置

○シーリング材の目地寸法 mm

（ ）

○ロッキング方式○スライド方式（ ）

石の厚さ mm

目地 ○一般目地幅 mm

○伸縮調整目地位置

○シーリング材の目地寸法 mm

石の厚さ mm

石裏面処理 ※行わない ○行う

目地 ○一般目地幅 mm

○伸縮調整目地位置

○シーリング材の目地寸法 mm

特殊部位の石張り5

(10.7.1)

～(10.7.4)

(10.2.2)

アーチ、上げ裏等

取付工法 ○外壁湿式工法 ○内壁空積工法 ○乾式工法

取付工法 ○

裏面及び裏打ち処理 ※行わない ○行う

石の厚さ mm

目地 ○一般目地幅 mm

○伸縮調整目地位置

○シーリング材の目地寸法 mm

笠木、甲板等

取付工法 ○外壁湿式工法 ○内壁空積工法 ○乾式工法

取付工法 ○

石裏面処理 ※行わない ○行う

石の厚さ mm

目地 ○一般目地幅 mm

○伸縮調整目地位置

○シーリング材の目地寸法 mm

石材裏面の補強用モルタル（乾式工法） ※行わない ○行う

隔て板

石の厚さ mm

床面 ※ ○表11.1.1による

すべり

抵抗性

(11.2.2)

(11.4.2)

下地及びタイル4
ごしらえ(11.2.7)

○ＭＣＲ工法 ○目荒し工法

陶磁器質タイル6 タイルの種類

型枠先付け

(11.4.2)

施工箇所・

ﾀｲﾙの種類

タイルの見本焼き ※行わない ○行う

タイルの試験張り ※行わない ○行う

○磁器

○陶器

○せっ器

○無釉

○施釉

○有り

○無し

※標準

○特注

○磁器

○陶器

○せっ器

○無釉

○施釉

○有り

○無し

※標準

○特注

工法

その他
　色役　物釉　薬生　地

形状・寸法

（mm）

(11.4.3)

揮発性有機化合物①

(12.2.1)

材料（集成材、合板等）のホルムアルデヒド放散量

対策

(12.2.2)

表示がある場合 ※ ○Ｆ☆☆☆☆

表示がない場合 ※非ホルムアルデヒド系接着剤使用（塗装していないもの）

※非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

しない塗料使用（塗装したもの）

※非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

しない材料使用（化粧加工したもの）

○

接着剤のホルムアルデヒド放散量 ※ ○Ｆ☆☆☆☆

「製材の日本農林規格」による製材

●

樹　種 寸　法 等　　級 形　　状 含水率

●１級 ※２級

造作用針葉樹製材

使用箇所

●

樹　種 寸　法 等　　級 形　　状 含水率

●無節 ※上小節

○小節 ○並

広葉樹製材

使用箇所

●

樹　種 寸　法 等　　級 形　　状 含水率

○特等 ※１等

○２等

「製材の日本農林規格」以外の製材

使用箇所 樹　種 寸　法 等　　級 防虫処理 含水率

※Ａ種 ○Ｂ種

（表12.2.2）

難燃処理

集成材⑥

造作用集成材

使用箇所

(12.2.1)「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

○

樹　種 寸　法 見付材面の品質

※１等 ○２等

化粧ばり造作用集成材○

見付材面の品質

※１等 ○２等

構造用集成材

使用箇所

●

化粧板厚

寸法 化粧板厚芯材樹種名化粧樹種名使用箇所

寸法芯材樹種名化粧樹種名

造作用集成材

「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

○

見付材面の品質 含水率

※15%以下○

寸　法樹　種使用箇所

化粧ばり造作用集成材

使用箇所

○

化粧樹種名芯材樹種名 寸法 見付材面の品質 含水率

※15%以下

○

化粧板厚

化粧ばり造作用集成柱

使用箇所

○

化粧樹種名芯材樹種名 寸法 見付材面の品質 含水率

※15%以下

○

化粧板厚

造作用単板積層材

使用箇所

「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

○

厚さ 表面の品質 防虫処理

○表面化粧加工なし

○表面化粧加工あり

○１等 ○２等 ○３等

○天然木化粧加工 ○塗装加工

造作用単板積層材

使用箇所

「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

○

厚さ 表面の品質 防虫処理

○表面化粧加工なし

○表面化粧加工あり

○

○天然木化粧加工 ○塗装加工

含水率

※14%以下

○

普通合板

使用箇所 厚さ 接着程度 その他処理

広葉樹

○

板面の品質樹種名

※ ○防虫処理

○難燃処理

○防炎処理

※２等以上

針葉樹

○

※Ｃ－Ｄ以上

※１類

○２類

※

○

構造用合板

使用箇所 厚さ 接着程度 その他処理板面の品質樹種名

※ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ張り下地材 ○防虫処理

○

※Ｃ－Ｄ以上※１類

○特類

※12㎜

○

等級

○

※2級以上

パーティクルボード

使用箇所 厚さ 板面の品質

○

※13Pタイプ又は13Mタイプ※20㎜ ○

構造用パネル（有孔OSBパネル）

使用箇所 等　級 厚　さ

（ ）○薬剤の加圧注入 薬剤の塗布

○横葺

○改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ下葺材

○一般タイプ

○複層基材タイプ

○粘着層付タイプ

（㎜）

柱、梁、野縁

根太、胴縁
杉 図示による 図示による

飾り棚柱梁

化粧垂木、腕木
米栂 図示による 図示による

化粧縦ルーバーニヤト―
図示による 図示による

カーテンＢＯＸ

（南洋桜）

天井内梁

フリーアクセスフロアー

420×120
330×105
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職員出入口

W=1182

A-A 姿図　　1：50

まちなか映画館

FIXFIX

A

エントランス

±0

-50 A

〃 369329.625338 〃〃 〃〃〃〃〃 〃 〃〃329.625338338 〃〃〃〃〃 1352

木製化粧格子:45×30

三種混合芝種子撒き：砕石 t100＋砂 t80（土壌改良剤入）

既存インターロッキング仕上げ

既存タイル仕上げ

木製化粧格子:45×30木製化粧格子:45×30

新設自動扉

鋼製側溝蓋：100×1000

モルタル金コテ押ェ

鋼製側溝蓋：100×1000

モルタル金コテ押ェ

木製化粧格子:45×30

壁塗装やり替え

付け柱、梁、筋交塗装やり替え

壁塗装やり替え

付け柱、梁、筋交塗装やり替え

H22/01/18

建 築平面詳細図（2）

DATE
SCALE １：５０

DRAWN BY

PROJECT NO
桐村東建築設計事務所

AZUMA KIRIMURA ARCHITECT & ASSOCIATES

京丹波町ロケーションオフィス事務所整備事業

CHECKED BY
A-9

H29.07.31

…壁塗装やり替え範囲を示す

AD

1

AD

1

サインボード：W480×D15×H1400（貼り付）

壁塗装やり替え範囲

壁塗装やり替え

壁塗装やり替え

柱塗装やり替え

壁塗装やり替え

新設カーテンBOX

新設カーテンBOX

新設カーテンBOX

KYOTAMBA

ロケーションオフィス

KYOTAMBA

新設インターロッキング仕上げ

三種混合芝種子撒き：砕石 t100＋砂 t80（土壌改良剤入）

京
丹
波
町

ロ
ケ
ｌ

KYOUTANBA

掲示版：和紙調アクリ板の上文字、ロゴシート貼

シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス

KYOTAMBA

AD

2
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西面内観図　1：50 

新設カーテンBOX

新設カーテンBOX 新設カーテンBOX

H22/01/18

建 築展開図（6）

DATE
SCALE １：５０

DRAWN BY

PROJECT NO
桐村東建築設計事務所

AZUMA KIRIMURA ARCHITECT & ASSOCIATES

京丹波町ロケーションオフィス事務所整備事業

CHECKED BY
A-10

H29.07.31

まちなか映画館

新設カーテンBOX



72007200

FIX

H22/01/18

建 築展開図（7）

DATE
SCALE １：５０

DRAWN BY

PROJECT NO
桐村東建築設計事務所

AZUMA KIRIMURA ARCHITECT & ASSOCIATES

京丹波町ロケーションオフィス事務所整備事業

CHECKED BY
A-11

H29.07.31

D

65
2
68
5

65
26
8
5

D

B

B

7200

情報発信エリア

7200

C B

C D

FIX FIX

FIX FIX

カーテンBOX

カーテンBOX

カーテンBOX

カーテンBOX

KYOTAMBA

ロケーションオフィス

KYOTAMBA

FIX

…遮光フィルム貼
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36000

2 31 4

A

B

C

D

7200 7200 54007200 9000

5 6

1800 5400 3600 1800 3400 2200 3400

まちなか映画館

情報発信エリア

事務所エリア

会議室倉庫 管理室 機械室

車椅子対応WC

エントランス

エントランス

女子WC

掃除
具入

男子WC

掃除
具入

給湯室

事務室

展示スペース

カウンター

職員出入口

天井伏図  1：100 

更衣室（W） 更衣室（M）

応接室兼会議室

N

飾り棚

H22/01/18

建 築天井伏図

DATE
SCALE １：１００

DRAWN BY

PROJECT NO
桐村東建築設計事務所

AZUMA KIRIMURA ARCHITECT & ASSOCIATES

京丹波町ロケーションオフィス事務所整備事業

CHECKED BY
A-12

H29.07.31

廊下

廊下

…既存天井のまま

A

B

C

…塗装塗替え

…石膏ボード t9.5 クロス貼

…垂木、野地板現しD

…梁形（OSCL塗装）現し

A

A

A

E

…シナ合板 t5 CL塗装F

…杉板 t12（OSCL塗装)G

…バトンH

…カーテンBOX

天井仕上凡例

I

…石膏ボード t9.5 EP塗装
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１： ３０

AZUMA KIRIMURA ARCHITECT & ASSOCIATES

桐村東建築設計事務所

CHECKED BYDRAWN BY

PROJECT NO
詳　細　図　（1）

H29.07.31

DATE
SCALE A-13

H22/01/18

建 築京丹波町ロケーションオフィス事務所整備事業

1：30 1：30a b

カウンター天板：メラミンポストフォーム カウンター天板：メラミンポストフォーム

SUSφ6

SUSφ6支柱@900

SUS t3

SUS t3

1
5

450 900 2592525

スライド丁番

マグネラッチ

内部、棚板：ポリ合板

アルミ製棚柱

特記無き見え掛：ポリ合板

配線用穴：SUS枠φ30

φ30

425125 425125

φ30

φ30 φ30

巾木：アルミパネル貼り H60

（FL）

（FL）

（まちなか映画館FL）

（FL） （FL）

3
5

3
5

支柱@900

事務所カウンター 木製化粧格子

格子：ニヤト―45×30 OSCL塗装

C：鋼板 t4.5×45 

格子：ニヤト―45×30 OSCL塗装

館銘板

   亜鉛メッキリン酸処理
　 カールプラグビス留め

9
0

9
0 C：鋼板 t4.5×45 

   亜鉛メッキリン酸処理
　 ビス留め（天井野縁補強）

既存サッシ

5
0

1：30掲示版

京
丹
波
町

ロ
ケ
ｌ
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス

KYOTAMBA

KYOUTANBA

480

1
4
0
0

15

1
4
0
0

掲示版：和紙調アクリ板の上文字、ロゴシート貼

3
0
0

h



１： ５、３０

AZUMA KIRIMURA ARCHITECT & ASSOCIATES

桐村東建築設計事務所

CHECKED BYDRAWN BY

PROJECT NO
詳　細　図　（2）

H29.07.31

DATE
SCALE A-14

H22/01/18

建 築京丹波町ロケーションオフィス事務所整備事業

事務所（梁型表し部）

CH＝2,400

野縁35×35＠300

PBｔ12.5の上
105×330

（株式会社オーエス　同等品）

既存梁　H-300×150×6.5×9

H型鋼（勾配・角度自在）吊金物

3分ﾎﾞﾙﾄ

六角ﾅｯﾄ
ばね座金
平座金 手動ﾊﾞﾄﾝ　BMS-TL6S4W20　耐荷重38ｋｇ

梁型：OSCL塗装
105×330
梁型：OSCL塗装

1
3
5

1
3
5

※

1：30o 天井納まり図

q バトン受け金物詳細図

▽展示ｽﾍﾟｰｽFL
▽現況床レベル

拡大図

可動式展示パネル　3台

柱：杉　60角　OSCL塗装

縦胴縁：杉　45×60　素地

横胴縁：杉　30×60　OSCL塗装

ﾊﾟﾈﾙ：OSB有孔ﾎﾞｰﾄﾞｔ9（両面）OSCL塗装

その他：柱受金物、配線ｷｬｯﾌﾟ50φ用

1500

750 750

60 60

5
4
5

1
0
4
5

6
5

1
5
9
0

p 展示パネル詳細図（床側金物 のみ除く） 1：30

1：30

ﾊﾟﾈﾙ（別途工事）

補強金物 　亜鉛メッキ
FB-30×4　90×60@900

補強金物FB-60×4　165×175@300　亜鉛メッキ

木下地　42.5×165×100＠300

壁芯

木下地　30×45

既存仕上げ一部補修有り

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ・ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ

小口蓋
2-φ5＠300

ﾘｰﾏｰﾌﾚｷﾋﾞｽ
栂　24×175　EP塗装

点線は既存を示す

1
5
1

2
4

1
7
5

※ 11 150 24
現況による

t 木製カーテン・スクリーンボックス詳細図 1：5

新設鋼製側溝蓋：100×1000

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ
砂（ｸｯｼｮﾝ材）
粒度調性砕石
目地幅3

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ
エントランス

□

根太45×90

20×33

合板下地ｔ12

既存会所蓋
550×544

長尺塩ビｼｰﾄｔ3

床下点検口

r エントランス側溝、インターロッキング詳細図

s 床下点検口詳細図

1：30

1：30

見切り縁5×35 700

※回転取っ手2ヵ所

▽現況床レベル
▽事務所床レベル

3

1
0
0

2
0
6
05
0

▽現況床レベル

防湿ｼｰﾄ

既存下地、仕上げ　一部カット※
既
存
ｶｯ
ﾄ

7
3
0

事務所・情報発信エリア

CH＝2,400

PBｔ12.5の上EP塗装（情報発信エリア）

※

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

ﾋﾞﾆﾙｼｰﾄ貼

野縁35×35＠300

PBｔ12.5の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼（事務所）PBｔ12.5の上

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼
PBｔ12.5の上
EP塗装

105×105~180

2
3
5

2
3
5

（一般部）

φ14（4ヶ所）

SUSHL　φ40 H60 ｔ2

BPL-SUSHL　150×150ｔ5

ｵｰﾙｱﾝｶｰ

150

75 75

7
5
7
5

1
5
0

25 25

2
5

2
5

40

5
6
0

25 25

150

▽現況床レベル

現況床側金物 S:1/10（工事から除く）

床側金物 のみ除く 床側金物 のみ除く

ﾋﾞﾆﾙｼｰﾄ貼

床材蓋：60×60（本工事）

ﾊﾟﾈﾙ（別途工事）

床：杉板 t15鋸目古色塗装

SUSHL　55×55×80ｔ3

φ9（2ヵ所）

SUSHL　φ34 H60 ｔ2

ﾊﾟﾈﾙ側金物 S:1/10

袋ﾅｯﾄ付ﾎﾞﾙﾄ

柱：杉60角

6
0
8
0 3
5

27.527.5

55

60

34 55

▽現況床レベル

105×105~180



H22/01/18

建 築塗装替え範囲（1）

DATE
SCALE １：１２０

DRAWN BY

PROJECT NO
桐村東建築設計事務所

AZUMA KIRIMURA ARCHITECT & ASSOCIATES

京丹波町ロケーションオフィス事務所整備事業

CHECKED BY
A-15

H29.07.31

…壁塗装やり替え範囲を示す外壁：耐候性塗料塗り
木部；木材保護塗料塗り
タイル：高圧洗浄



H22/01/18

建 築塗装替え範囲（2）

DATE
SCALE １：１２０

DRAWN BY

PROJECT NO
桐村東建築設計事務所

AZUMA KIRIMURA ARCHITECT & ASSOCIATES

京丹波町ロケーションオフィス事務所整備事業

CHECKED BY
A-16

H29.07.31

…壁塗装やり替え範囲を示す外壁：耐候性塗料塗り
木部；木材保護塗料塗り
タイル：高圧洗浄



DRAWN BY

PROJECT NO
桐村東建築設計事務所

AZUMA KIRIMURA ARCHITECT & ASSOCIATES

京丹波町ロケーション

CHECKED BY
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D
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1800 5400 3600 1800 3400 2200 3400

ふれあいホール

会議室倉庫 管理室 機械室

車椅子対応WC

物入

ミニステージ

女子WC

掃除
具入

男子WC

掃除
具入

廊下

廊下

手洗場

H22/01/18

建 築解体撤去範囲図

DATE
SCALE １：１００

DRAWN BY

PROJECT NO
桐村東建築設計事務所

AZUMA KIRIMURA ARCHITECT & ASSOCIATES

京丹波町ロケーションオフィス事務所整備事業

CHECKED BY
A-18

H29.07.31

噴水

…撤去範囲を示す

B

A

C

A

B

C

…ミニステージ撤去（基礎共）

…アルミ製片引扉（1422×2200）撤去

…アルミ製FIX窓（ガラス+下枠）撤去

解体撤去範囲凡例

解体撤去範囲図  1：100 

D …FL2700以下の壁プリント合板t5撤去

702
0
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H22/01/18

電 気改修図

DATE
SCALE 1:100

DRAWN BY

PROJECT NO
桐村東建築設計事務所

AZUMA KIRIMURA ARCHITECT & ASSOCIATES

京丹波町ロケーションオフィス事務所整備事業

CHECKED BY
E-01

H29.07.31

コンセント設備 改修図  1：100 
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00
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36000

7200 7200 7200 90005400

コンセント設備

注記)

 1) 特記なき配管配線は下記とする。

まちなか映画館

情報発信エリア 事務所エリア

会議室倉庫 管理室 機械室

車椅子対応WC

物入

エントランス

エントランス

女子WC

掃除

具入

男子WC

掃除

具入

給湯室

事務室

手洗場

カウンター

職員出入口

更衣室（W） 更衣室（M）

応接室兼会議室

飾り棚

噴水

廊下

廊下

N

展示スペース

EM-EEF 2.0-3C (PF22)

AMP

309

分電盤 (既設)



まちなか映画館

情報発信エリア

事務所エリア

会議室倉庫
管理室 機械室

車椅子対応WC

物入

エントランス

エントランス

女子WC

掃除

具入

男子WC

掃除

具入

給湯室

事務室

手洗場

カウンター

職員出入口

更衣室（W） 更衣室（M）

応接室兼会議室

飾り棚

廊下

廊下

N

展示スペース

2 31 4

A

B

C

D

5 6

H22/01/18

電 気改修図

DATE
SCALE 1:100

DRAWN BY

PROJECT NO
桐村東建築設計事務所

AZUMA KIRIMURA ARCHITECT & ASSOCIATES

京丹波町ロケーションオフィス事務所整備事業

CHECKED BY
E-02

H29.07.31

幹線・動力・弱電設備 改修図  1：100 

72
00

21
60
0

72
00

72
00

36000

7200 7200 7200 90005400

弱電設備

注記)

 1) 凡例

 2) 特記なき配管配線は下記とする。

AMP

EM-HP 1.2-3C (PF16)

EM-HP 1.2-2C (PF16)

天井埋込スピーカ 3W 新設SC　H　-3V　-M4 i 0

既設映画鑑賞用ｽﾋﾟｰｶｰ 既設映画鑑賞用ｽﾋﾟｰｶｰ

既設壁掛けｽﾋﾟｰｶｰ

既設壁掛けｽﾋﾟｰｶｰ

卓上型アンプ


